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平
成
30
年
度 

農
林
水
産
予
算
概
算
要
求
の
概
要

　

農
林
水
産
省
は
８
月
25
日
、自
由
民
主
党
の
農
林
関
係
合
同
会
議（
農
林
水
産
戦
略
調
査
会
、農
林
部
会
、農
政
推
進
協
議
会
）に
お
い
て

「
平
成
30
年
度 

農
林
水
産
関
係
予
算
概
算
要
求
」の
重
点
事
項
と
要
求
額
を
説
明
し
、了
承
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
っ
て
、平
成
30
年
度

予
算
の
獲
得
に
向
け
て
、財
務
省
な
ど
と
の
折
衝
が
本
格
化
し
ま
す
。

　

来
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、政
府
か

ら
各
省
庁
に
対
し
、29
年
度
当
初
予
算
の

1
1
5
％
を
限
度
に
概
算
要
求
で
き
る

ル
ー
ル
が
提
示
さ
れ
て
お
り
、農
林
水

産
省
は
そ
の
限
度
額
で
あ
る
総
額

２
兆
6,
5
2
5
億
円
を
財
務
省
に
提
出

し
ま
し
た
。以
下
で
は
、生
産
局
畜
産
部
牛

乳
乳
製
品
課
関
係
の
概
算
要
求
の
概
要
を

紹
介
し
ま
す
。

　

生
乳
生
産
量
の
維
持
・
拡
大
の
た
め
、

加
工
原
料
乳（
脱
脂
粉
乳
・
バ
タ
ー
等
向
け
、

チ
ー
ズ
向
け
及
び
生
ク
リ
ー
ム
等
の
液
状

乳
製
品
向
け
生
乳
）
に
つ
い
て
、生
産
者

補
給
金
等
を
交
付
す
る
と
と
も
に
、そ
の

取
引
価
格
が
低
落
し
た
場
合
の
補
填
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、全
国
の
酪
農
経
営
の
安

定
を
図
り
ま
す
。

〈
主
な
内
容
〉

① 

加
工
原
料
乳
を
対
象
と
す
る

　
生
産
者
補
給
金
等
の
交
付

　
「
畜
産
経
営
の
安
定
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
き
、生
乳
の
再
生
産
の
確
保
と
全

国
の
酪
農
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、加

工
原
料
乳
に
つ
い
て
生
産
者
補
給
金
等
を

交
付
し
ま
す
。

 

・     

加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給
金
等﹇
所
要
額
﹈ 

3
6,
9
9
1（
3
6,
9
9
1
）百
万
円

 

・
補
助
率
：
定
額

 

・ 

事
業
実
施
主
体
：（
独
）農
畜
産
業
振
興

機
構

② 

加
工
原
料
乳
の
取
引
価
格
が

　
低
落
し
た
場
合
の
補
填

　

加
工
原
料
乳
の
取
引
価
格
が
補
塡
基
準

価
格（
過
去
３
年
間
の
取
引
価
格
の
平
均
）

を
下
回
っ
た
場
合
に
、生
産
者
に
補
塡
金

（
低
落
分
の
８
割
）
を
交
付
す
る
事
業
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

 

・ 

加
工
原
料
乳
生
産
者
経
営
安
定
対
策
事

業
の
継
続﹇
推
進
事
務
費
﹈

　
 

25（
9
）百
万
円

 
・
補
助
率
：
定
額
、３
／
４
以
内

 

・ 
事
業
実
施
主
体
：（
独
）農
畜
産
業
振
興

機
構
、対
象
事
業
者

（
関
連
対
策
）

飼
料
生
産
型
酪
農
経
営
支
援
事
業

　

自
給
飼
料
生
産
基
盤
に
立
脚
し
た
経
営

を
行
う
酪
農
家（
自
給
飼
料
の
生
産
を
行

う
と
と
も
に
環
境
負
荷
軽
減
に
取
り
組
ん

で
い
る
者
）
に
対
し
、飼
料
作
付
面
積
に

応
じ
て
交
付
金（
1.
5
万
円
／
ha
）を
交

付
し
ま
す
。ま
た
、飼
料
作
付
面
積
を
拡
大

し
、輸
入
飼
料
の
使
用
量
を
削
減
又
は
乳

用
後
継
牛
を
増
頭
し
た
場
合
に
は
、拡
大

面
積
に
応
じ
た
交
付
金（
3
万
円
／
ha
）

を
追
加
交
付
し
ま
す
。

 

・ 

飼
料
生
産
型
酪
農
経
営
支
援
事
業　

6,
9
6
0（
6,
9
6
0
）百
万
円

 

・
補
助
率
：
定
額

 

・ 

事
業
実
施
主
体
：
都
道
府
県
協
議
会
、

生
乳
生
産
者

　

生
乳
の
需
要
を
確
保
す
る
た
め
、条
件

不
利
地
域
へ
の
学
校
給
食
用
牛
乳
の
供
給

を
支
援
し
て
安
定
的
な
生
乳
需
要
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、学
校
給
食
に
お
け
る
牛

乳
の
利
用
を
拡
大
し
ま
す
。ま
た
、牛
乳
乳

製
品
の
輸
出
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、乳

製
品
国
際
規
格
に
我
が
国
の
意
見
を
反
映

さ
せ
る
た
め
の
活
動
を
進
め
ま
す
。

 

1 

酪
農
経
営
安
定
対
策

【（
所
要
額
）4
3,
9
7
6

 

（
前
年
度
4
3,
9
5
9
）百
万
円
】

 

2 

国
産
牛
乳
乳
製
品
需
要・
消
費
拡
大
対
策

【
7
5
4（
7
5
5
）百
万
円
】

ボ イ ス

日本酪農の
最前線の話題を
ご紹介

パパ
ママ

たろーはなちゃん

パグもん

モモらぶ

ばぁちゃん
じぃちゃん
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●�シュレッドチーズ、おろし・
粉チーズ：関税撤廃

●�熟成ソフトチーズ（カマン
ベール等）：関税維持

●�一部のフレッシュチーズ
（モッツァレラ等）：関税維持

●�ブルーチーズ：関税削減

●�プロセスチーズ：関税割当

生
産
者
の
手
取
り

乳
価（
取
引
価
格
）

加工原料乳生産者補給金制度

加工原料乳生産者経営安定対策事業

TPPでの合意内容 EUとの合意内容

生
ク
リ
ー
ム
等

バ
タ
ー
・
脱
脂
粉
乳
等

チ
ー
ズ

補給金
集送乳調整金

横断的な
関税割当

〈
主
な
内
容
〉

①�

学
校
給
食
用
牛
乳
の
安
定
供
給
等
へ
の

支
援

　

遠
隔
地
、離
島
な
ど
供
給
条
件
が
不
利

な
地
域
へ
の
学
校
給
食
用
牛
乳
の
供
給
を

支
援
し
ま
す
。ま
た
、自
都
道
府
県
産
生
乳

を
用
い
た
低
温
殺
菌
牛
乳
の
学
校
給
食
で

の
供
給
を
支
援
し
ま
す
。さ
ら
に
、小
中
学

校
等
の
学
校
給
食
へ
の
新
規
の
牛
乳
供
給

を
支
援
し
ま
す
。

 

・�

学
校
給
食
用
牛
乳
供
給
推
進
事
業　

7
4
4（
7
4
4
）百
万
円

 

・
補
助
率
：
定
額
、１／２
以
内

 

・�

事
業
実
施
主
体
：
乳
業
者
、生
産
者
等

が
構
成
す
る
組
織

②
乳
製
品
国
際
規
格
策
定
の
た
め
の
支
援

　

生
乳
需
給
の
安
定
を
図
る
と
と
も
に
、

乳
製
品
の
需
要
拡
大
を
図
る
た
め
、乳
製

品
国
際
規
格
に
我
が
国
の
意
見
を
反
映
さ

せ
る
た
め
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

 

・�

乳
製
品
国
際
規
格
策
定
活
動
支
援
事
業

10（
11
）百
万
円

 

・
補
助
率
：
定
額
、１／２
以
内

 

・�

事
業
実
施
主
体
：（
公
財
）日
本
乳
業
技

術
協
会

　

牛
乳
乳
製
品
の
安
定
供
給
や
産
地
の
収

益
力
向
上
を
図
る
た
め
、生
乳
流
通
の
合

理
化
に
よ
る
生
乳
流
通
コ
ス
ト
の
低
減
に

向
け
た
取
組
を
支
援
し
ま
す
。ま
た
、飲
用

牛
乳
の
消
費
が
低
迷
す
る
中
、酪
農
家
の

経
営
安
定
に
資
す
る
た
め
に
、乳
業
工
場

の
再
編
・
合
理
化
と
衛
生
管
理
の
向
上
を

図
る
こ
と
等
に
よ
り
、乳
業
の
経
営
体
質

を
強
化
し
ま
す
。

〈
主
な
内
容
〉

牛
乳
乳
製
品
の
安
定
供
給
の
た
め
の

施
設
整
備
へ
の
支
援

　

集
送
乳
の
合
理
化
に
よ
る
生
乳
流
通
コ

ス
ト
の
低
減
を
図
り
、ま
た
、乳
業
の
製
造

販
売
コ
ス
ト
の
低
減
や
衛
生
水
準
の
高
度

化
を
図
る
た
め
、ク
ー
ラ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
や
乳
業
工
場
の
新
増
設
・
廃
棄
等
を
支

援
し
ま
す
。

・�

強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金 

2
9,
0
0
0

（
2
0,
1
7
4
）百
万
円
の
内
数

・��

交
付
率
：
都
道
府
県
の
交
付
率
は
定
額

（
事
業
実
施
主
体
へ
は
、事
業
費
の

　

１／２
、１／３
、１／４
、１／５
以
内
）

・�

事
業
実
施
主
体
：
農
業
者
団
体
、事
業
協

同
組
合
、協
議
会
等

 

3 

乳
業
等
の
再
編
・
合
理
化
に
向
け
た

取
組
へ
の
支
援【
強
い
農
業
づ
く
り

交
付
金
2
9,
0
0
0（
2
0,
1
7
4
）

百
万
円
の
内
数
】

日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
が
大
枠
で
合
意

　

平
成
25
年
４
月
に
交
渉
が
開
始
さ
れ
た

日
E
U
・
E
P
A（
経
済
連
携
協
定
）
は
、

４
年
以
上
に
及
ぶ
交
渉
の
結
果
、本
年
７

月
６
日
、安
倍
総
理
大
臣
と
ユ
ン
カ
ー
欧

州
委
員
会
委
員
長
に
よ
る
首
脳
協
議
に
お

い
て
大
枠
合
意
に
至
り
ま
し
た
。農
林
水

産
大
臣
は
、合
意
内
容
に
つ
い
て
乳
製
品

の
国
家
貿
易
制
度
と
い
っ
た
基
本
制
度
の

維
持
、関
税
割
当
や
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
な
ど

の
有
効
な
措
置
を
獲
得
し
、農
林
水
産
業

の
再
生
産
が
引
き
続
き
可
能
と
な
る
国
境

措
置
が
確
保
で
き
た
と
し
て
い
ま
す
。

　

日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
つ
い
て
は
、質
の

高
い
協
定
と
し
て
、自
由
で
公
正
な
ル
ー

ル
に
基
づ
く
、21
世
紀
の
経
済
秩
序
の
モ

デ
ル
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
交
渉
が
行

わ
れ
て
き
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。外
務

省
で
は
、合
意
の
経
済
的
意
義
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
要
約
し
て
い
ま
す
。

1�

Ｅ
Ｕ
は
、総
人
口
約
5.
1
億
人
、世

界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
22
％
、我
が
国
輸
出

入
総
額
の
約
11
％
を
占
め
、我
が
国

に
と
っ
て
の
主
要
貿
易
・
投
資
相
手

で
す
。し
た
が
っ
て
、Ｅ
Ｐ
Ａ
に
よ
り
、

巨
大
な
Ｅ
Ｕ
市
場
の
取
込
み
が
実
現

し
ま
す
。

2�

そ
の
結
果
と
し
て
、総
人
口
約
6.
4
億

人
、世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
28
％
、世
界
貿

易
の
約
37
％
を
占
め
る
日
本
と
Ｅ
Ｕ
に

よ
る
、世
界
で
最
大
級
規
模
の
、自
由
な

先
進
経
済
圏
が
新
た
に
誕
生
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

3�

Ｅ
Ｐ
Ａ
は
、相
互
の
市
場
開
放
等
に
よ

る
貿
易
・
投
資
の
活
発
化
、雇
用
の
創
出
、

企
業
の
競
争
力
強
化
等
を
含
む
日
Ｅ
Ｕ

双
方
の
経
済
成
長
に
資
す
る
も
の
で
す
。

Ｅ
Ｕ
と
の
戦
略
的
関
係
を
強
化
す
る
の

み
な
ら
ず
、我
が
国
の
成
長
戦
略
の
重

要
な
柱
で
す
。

　

農
林
水
産
品
に
関
す
る
日
本
市
場
へ
の

ア
ク
セ
ス
交
渉
の
主
な
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

米
に
つ
い
て
関
税
削
減
・
撤
廃
等
か
ら

の「
除
外
」を
確
保
し
た
ほ
か
、麦
・
乳
製

品
の
国
家
貿
易
制
度
、糖
価
調
整
制
度
、豚

肉
の
差
額
関
税
制
度
と
い
っ
た
基
本
制
度

の
維
持
、関
税
割
当
て
や
セ
ー
フ
ガ
ー
ド

な
ど
の
有
効
な
措
置
を
獲
得
し
、農
林
水

産
業
の
再
生
産
が
引
き
続
き
可
能
と
な
る

国
境
措
置
を
確
保
し
ま
し
た
。

　

乳
製
品
の
う
ち
、ソ
フ
ト
系
チ
ー
ズ
に

つ
い
て
は
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
関
税
撤
廃
や
関
税

削
減
と
な
っ
た
も
の
も
含
め
一
括
し
て
関

税
割
当
て
に
留
め
、枠
数
量
に
つ
い
て
は
、

意
欲
あ
る
酪
農
家
の
生
産
拡
大
の
取
組
に

水
を
差
さ
な
い
よ
う
、国
産
と
輸
入
を
含

め
た
国
内
消
費
の
動
向
を
考
慮
し
て
国
産

の
生
産
拡
大
と
両
立
で
き
る
範
囲
に
留
め

ま
し
た
。ま
た
、脱
脂
粉
乳
・
バ
タ
ー
に
つ

い
て
は
、国
家
貿
易
を
維
持
し
た
上
で
、限

定
的
な
民
間
貿
易
枠
を
設
定
す
る
に
留
め

た
ほ
か
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
は
関
税
撤
廃
と
な
っ

た
ホ
エ
イ
を
関
税
削
減
に
留
め
ま
し
た
。

❶�

脱
脂
粉
乳
・
バ
タ
ー
等

　

国
家
貿
易
を
維
持
し
た
上
で
、民
間
貿

易
に
よ
る
Ｅ
Ｕ
枠
を
設
定
し
ま
し
た
。そ

の
数
量
は
、最
近
の
追
加
輸
入
量
の
範
囲

内（
生
乳
換
算
：
初
年
度
1
2,
8
5
7
ト

ン
→
６
年
目
1
5,
0
0
0
ト
ン
）
と
し

ま
し
た
。

❷
ホ
エ
イ

　

脱
脂
粉
乳（
た
ん
ぱ
く
質
含
有
量
34
％
）

と
競
合
す
る
可
能
性
の
高
い
ホ
エ
イ（
た

ん
ぱ
く
質
含
有
量
25
～
45
％
）に
つ
い
て
、

関
税
削
減
に
留
め（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
は
関
税
撤

廃
）、11
年
目
以
降
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
お
け
る
初

年
度
の
関
税
水
準
の
３
割
を
維
持
し
ま
し

た
。ま
た
、輸
入
急
増
に
対
す
る
セ
ー
フ

ガ
ー
ド（
発
動
基
準
数
量
：
21
年
目

8,
0
1
1
ト
ン
、脱
脂
粉
乳
の
国
内
生
産

量
の
６
％
弱
の
水
準
）を
確
保
し
ま
し
た
。

❸�

チ
ー
ズ

　

ソ
フ
ト
系
チ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
、Ｔ
Ｐ

Ｐ
で
関
税
撤
廃
や
関
税
削
減
と
な
っ
た
も

の
も
含
め
た
横
断
的
な
関
税
割
当
て（
枠

内
税
率
は
段
階
的
に
引
き
下
げ
、16
年
目

に
無
税
）と
し
、枠
数
量
は
、国
内
消
費
の

動
向
を
考
慮
し
、国
産
の
生
産
拡
大
と
両

立
で
き
る
範
囲（
初
年
度
2
0,
0
0
0

ト
ン
→
16
年
目
3
1,
0
0
0
ト
ン
、17
年

目
以
降
の
枠
数
量
は
国
内
消
費
の
動
向
を

考
慮
し
て
設
定
）に
留
め
ま
し
た
。

　

主
に
原
材
料
と
し
て
使
わ
れ
る
熟
成

ハ
ー
ド
系
チ
ー
ズ（
チ
ェ
ダ
ー
、ゴ
ー
ダ

等
）
や
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ（
乳
脂
肪
45
％

以
下
）
等
に
つ
い
て
は
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
同
様
、

関
税
撤
廃
す
る
も
の
の
、長
期
の
撤
廃
期

間（
16
年
目
に
撤
廃
）
を
確
保
し
ま
し
た
。

ま
た
、国
産
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
の
使
用

を
条
件
に
、プ
ロ
セ
ス
チ
ー
ズ
原
料
用
の

輸
入
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
を
無
税
に
す
る

関
税
割
当
制
度（
国
産
品
：
輸
入
品
＝
1
：

2.
5
）は
維
持
し
ま
し
た
。
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Ｅ
Ｐ
Ａ
の
経
済
的
意
義

 

2  

市
場
ア
ク
セ
ス
交
渉
の
結
果

生乳の再生産の確保等を図ることを目的に、※加工原料乳について生産者補給金を交付。
加えて、集送乳が確実に行えるよう、指定事業者に対して集送乳調整金を交付。

加工原料乳の価格が下落した場合の経営への影響緩和を目的に、生産者と国が拠出して
造成した積立金から補填。

【補給金の要件】
○�毎年度、生乳の年間販売計
画を提出すること
○�年間を通じた用途別の需要
に基づく安定取引という要
件を満たすこと

【集送乳調整金の要件】
○�集送乳経費がかさむ地域を
含む都道府県単位以上（一
又は二以上の都道府県）の
区域内で集乳を拒否しない
○�集送乳経費の算定方法等を
基準に従い規定

乳業者の支払分
（買取価格）

政府からの交付分

※加工原料乳とは、脱脂粉乳・バター等向け、チーズ向け及び生クリーム等の液状乳製品向けの生乳のことです。

補給金単価、集送乳調整
金単価及び交付対象数量
は毎年度決定

生産者

拠出 助成（生産者：国=1：3）

補填
補填基準価格

差額 差額×8割

国〈（独）農畜産業振興機構〉

全
国
平
均
取
引
価
格

a-3年度 a-1年度a-2年度 a年度

生産者積立金

ボ イ ス


